
圧着注入工法圧着注入工法

これまでの浮きタイルの改修で行われてきた樹脂注入工法は、狭い範囲の浮きに
は樹脂が入らない、樹脂注入圧によって共浮きが発生するなど、様々な問題を抱
えていました。圧着注入工法はこれらの既存技術の課題を解決した工法です。

在来工法と圧着注入工法の
樹脂の広がり具合の比較
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SG注入プラグ

あらゆる浮きに樹脂を注入する
ことが出来る特殊注入ピンを開発

低粘度のエポキシ樹脂を使用
しているため空間への浸透性
が高く、浮き部分全体に隙間
なく広がります。
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